
「中国地方における外国人留学生の
就職支援に係る取組み」について

－広島県の事例を中心として－

◆日時： 令和元年10月31日（木）

◆場所： 経済産業省別館会議室

広島県留学生活躍支援センター 尾本 勝昭
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「外国人留学生の就職や採用後の活躍にむけた
プロジェクトチーム」資料

資料１



ー本稿の構成ー

◇ 地域における外国人留学生支援の背景

◇ 広島県の外国人留学生の
取組み状況

－広島県留学生活躍支援センターの事例ー

◇ 中国地域の高度外国人材（留学生）の
取組み状況

ー各県の事例ー

◇ 地域における高度外国人材の育成と本稿の課題
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地域における外国人留学生支援の背景
◆グローバル化（３つの国際化）

n 企業の国際化
n 大学の国際化 地域の国際化（グローカル化）⇒ 産学官連携の必要性
n 行政の国際化

企業の国際化
・企業の海外進出と人材育成 （高度外国人材の採用と育成）

地方のオンリーワン、ナンバーワン企業 人材不足 留学生の採用と定着

大学のグローバル化
・「留学生３０万人計画（２００８）」（大学の国際化⇒地域の国際化）

・「スーパーグローバル大学創生支援事業（２０１４～）」（文科省）
トップ型（13大学）
グローバル化牽引型（24大学）

◆多文化共生社会の推進

・多様な人材が共生する社会（「地域における多文化共生推進プラン（2006）」 ⇒地域づくり
外国人（外国人留学生、高度外国人材、定住者、永住者、技能実習生・・・）
日本人（女性、高齢者、障害者、LGBT）⇒多様性（ダイバシティ社会の推進）
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地域における外国人留学生の支援事業

（１） 「アジア人財資金構想（２００７～２０１１）」（経済産業省）
・「高度専門留学生育成事業」・・・大阪大学、香川大学、広島大学（２０１９のみ）他
・「高度実践留学生育成事業」・・・中国地域「中国地域における高度実践留学生育成事業」（２０１７～２０１１．３）

（２） 「留学生交流拠点整備事業（２０１２～２０１５）」（文科省）
・留学生を核とした地域活性化の拠点整備・・・岡山大学、山口大学、関西大学&大阪大学、群馬大学他

（３） 「地域中小企業の海外人材確保・定着支援事業（２０１３～）」（経産省・中企庁）
・留学生向け新卒者就職応援（２０１３）⇒インターンシップ
・中国経済産業局の「地域中小企業の人材確保支援事業等」（２０１８～）

（４） 「地域再生の核となる大学づくり（COC=Center of  Community) 」（文科省）
・地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（２００３～） COCプラス（２０１５～）

（５） 「住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業」（2015～）（文科省）
・（公財）大学コンソーシアム京都、（公財）ひろしま国際センター、関西大学、群馬大学他

（６）「留学生就職促進プログラム（２０１７～）」（文科省）
・特別プログラム（中長期インターンシップ、ビジネス日本語、キャリア教育）

愛媛大学、関西大学、熊本大学、静岡大学他の１２拠点
（東洋大学の島根大学とのインターンシップ連携）

企業と大学と留学生が一体
となった地域づくり

産学官連携の必要性
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（参考）アジア人財資金構想の留学生の
教育支援プログラムの概要

・就職活動セミナー
・就職活動コンサルタント
・合同企業説明会
・企業向け留学生活用セミナー
・その他留学生、企業の就活

支援事業の開催

就職支援事業
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順位 都道府県 2011(H23) 2012(H24) 2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 伸び率（倍）

1 東京 4,088 5,254 5,359 6,140 7,626 9,265 9,915 2.43

2 大阪 832 970 1,084 1,354 1,614 1,989 2,228 2.68

3 神奈川 488 596 759 854 808 1,088 1,278 2.62

4 愛知 450 667 622 665 746 949 991 2.20

5 埼玉 282 454 447 471 530 742 940 3.33

6 福岡 293 404 402 475 525 703 892 3.04

7 千葉 280 312 393 304 473 587 820 2.93

8 京都 187 238 289 377 385 450 657 3.51

9 兵庫 211 234 245 301 343 461 561 2.66

10 群馬 72 117 225 105 325 484 539 7.49

11 静岡 165 188 190 183 204 255 349 2.12

15 広島 77 95 118 149 199 209 241 3.13

18 岡山 68 92 116 69 132 133 157 2.31

全国（合計） 8,586 10,969 11,647 12,958 15,657 19,435 22,419 2.61

◆都道府県別外国人留学生の就職状況

＜概況及び参考データ＞

◇H29年の全国の就職者数は22,419人で、リーマンショック後の最低水準を３倍弱を上回る最高水準。
◇各年とも上位９都府県は福岡県を除き、いずれも東京、大阪、名古屋周辺の大都市圏に集中し、全体の約８割を占める。
◇地方においては、群馬県、静岡県、北海道、広島県が10位以下に続き、特に群馬県の伸びが著しい。（H23年比7.49倍）
◇参考：就労資格別では「技術・人文・国際業務（91％）」を筆頭に、留学生の起業家志向を反映して「経営・管理」が続
く。
「高度専門職」は43名。但し、2018年12月末の「高度専門職」は11,061名（「高度学術研究」1576名、「高度専門・技術」

8774名、「高度経営・管理」395名、「高度専門職2号」316名）出所：法務省入国管理局「在留外国人統計(2018.12）」

＜東京都を除く各府県の推移グラフ＞
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出所：各年の法務省「入国管理統計資料」により作成

H29（就労資格別内訳） 人数（人） (%）

●技術・人文・国際業務 20,486 91.4%

●経営・管理 712 3.2%

●教授 626 2.8%
●医療 254 1.1%
●研究 102 0.5%
●教育 83 0.4%

●高度専門職 43 0.2%

●その他 21,311 95.1%

合 計 22,419 100.0%

＜留学生の就職者数の統計調査の違いについて＞
◆法務省実績（2017 ．1～12）

日本全体：22,419名，広島県241名
◆JASSO実績（2017．4～2018．3）H29会計年度

日本全体 19,187名、広島県269名
◆H29会計年度の就職者数は
＜H29年度外国人進路状況調査結果＞にて

JASSO発表（次項P13を参照）

広島県の倍増計画
（240名）達成
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◆広島県の取組み状況
・「広島県留学生活躍支援センター」について

・設立の背景

・組織と概要

・支援事業の内容

・広島県の留学生の受入れ状況

・広島県の日本語教育機関（含む専門学校）の留学生数の推移と課題

・外国人留学生の都道府県別の就職状況

・広島県の外国人留学生の就職状況

・就職支援事業のフローモデル

・インターンシップ事業

・就活セミナーと伴走型キャリアコンサルタント

・合同企業説明会

・「広島県ものづくりグローバル人財育成協議会」



広島県留学生活躍支援センター

＜設立の背景＞
◆ 外部環境
企業の海外進出による企業の国際化、大学の国際化、地域の国際化

◆内部環境
「広島県人づくりビジョン」策定（平成２０年３月）
「高等教育の魅力向上」（外国人留学生の受入促進）

２３００人（２００９年） ⇒ ４６００人（２０１４年）⇒５０００人（２０２０年）
◆県内留学生の就業者の増大

１１０人（２００９年） ⇒ ２２０人（２０１４年）⇒２４０人（２０２０年）

◆多文化共生社会づくりの推進
「男性、女性、高齢者、障害者、外国人留学生等の多様な存在が活躍する社会」

地域と企業が共生する地域づくり、ダイバシティ社会の実現

広島県の国際交流団体である（公財）ひろしま国際センターの中に
「広島県留学生活躍支援センター」を設立
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＜組織と概要＞
① 設立背景（２０１１年４月）

「広島県人づくりビジョン」の施策に基づく
② 目的

留学生の受入促進から勉学、生活支援及び
県内企業の就職支援の管理・運営

③ 構成団体
産学官（４３団体）の連携組織

④ スタッフ
・センター長（兼） ・グループリーダー（兼）
・チームリーダー、専門スタッフ1名、広報他（兼）２名、
キャリアコンサル２名（業務委託）

⑤ 予算：会費１５百万円及び県委託費（１５百万円＋α）
文科省「住環境・就職促進事業」（8百万円）

⑥ 特徴
・開催場所： 広島、東広島、福山の３地区でオール広島で実施
・支援対象： 文科系を中心に大学・大学院に在籍する

全ての県内の大学、大学院及び日本語教育機関
（含む専門学校）の留学生全員を対象とした支援
（専修学校、日本語学校の支援事業は一部に限定）

⑦特記事項
・（公財）ひろしま国際センター内に外国人の多文化共
生の推進と留学生支援事業を一体運営

・文科省の「住環境・就職支援等の環境充実事業
（2015～）」を受託

広島県留学⽣活躍⽀援センター
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は（公財）ひろしま国際センターの従来業務

＜留学生支援事業の内容＞
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広島県の留学生の受入れ状況：大学及び日本語教育機関（含む専門学校）

＜留学生在籍の概況＞
広島県の留学生は約５０００人で広島大学

等の高等教育機関の留学生数は２８００人
で全体の約６割を占める。理工系大学、理
工系の留学生が少ない。（全体の約３０％）

一方、日本語教育機関（含む専門学校）の
留学生数が増加しており、非漢字圏出身の
ベトナム、ネパールを中心にアセアン出身
者が急増しており、日本語力アップが課題。

＜主要教育機関及び留学生数＞

主要⼤学（上位6校） 留学⽣数
（⼈）

広島⼤学 1,899
広島国際学院⼤学 183
福⼭⼤学 131
広島市⽴⼤学 110
広島⽂化学園⼤学 103
広島経済⼤学 85

⽇本語教育機関（上位6校） 留学⽣数
（⼈）

専⾨学校広島国際ビジネスカレッ
ジ 588

専⾨学校福⼭国際外語学院 355
IGL医療福祉専⾨学校 210
広島YMCA専⾨学校 203
広島アカデミー 178
ヒューマンウエルフェアー広島専⾨学校 146

＜特記事項＞
◆広島大学の在籍状況（2019.5.1現在））：１８９９名
・大学院 １３１７名（博士課程：７０３名、修士課程：６１４名）、大学学部 ８８名
・正規１４０５名（７４％）、非正規 ４９４名（２６％）
・非正規の内訳：外国人研究生（２１３名）、特別聴講（２５１名）、その他（３０名） 出所）「広島県留学生活躍支援の調査」

（単位:人）
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平成２４
(2012)年

平成２５
(2013)年

平成２６
(2014)年

平成２７
(2015)年

平成２８
(2016)年

平成２９
(2017)年

平成３０
(2018)年

令和元
(2019)年

総 数 395 608 834 1,088 1,422 1,649 1,932 2,099

ア
ジ
ア
地
域

ベ ト ナ ム 73 221 416 686 1,026 1,220 1,451 1,496
中 国 289 323 326 322 317 291 313 306
ネ パ ー ル 10 32 40 21 9 13 36 127
バングラデシュ 0 1 10 16 18 25 37 58
イ ン ド ネ シ ア 1 0 2 4 9 12 12 34
ミ ャ ン マ ー 1 1 2 4 11 53 38 17
ス リ ラ ン カ 1 0 2 0 0 0 6 14
台 湾 2 3 1 4 5 4 5 14
タ イ 6 11 18 16 14 17 14 11
韓 国 4 1 5 2 6 5 5 8
イ ン ド 0 0 0 0 0 1 5 4
その他アジア 2 8 5 9 5 8 7 6
ア ジ ア 計 389 601 827 1,084 1,420 1,649 1,929 2,095
その他地域 6 7 7 4 2 0 3 4

（出所）広島県留学生活躍支援センターの調査による。調査対象の基礎範囲は，
法務省告示基準の日本語教育機関（2018年度：14校）である

広島県の日本語教育機関（含む専門学校）の留学生数推移と課題

非漢字圏
出身者の
大幅増加
による
課題

＜課題＞
日本語教育機関の留学生は更なる日本語能力の
向上（N1,N2）、日本留学試験の課題が大きく、卒業

後、引き続き、専門学校に進学する事例が多い。ま
た、専門学校卒業後の就職支援も必要としている。
⇒進学相談、就職支援（今後の特定技能の対応）
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＜高等教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修了）
留学生総

数学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学
その
他

計

博士課程
25 2 14 41 44 0 23 67 1 1 3 5 113 1 114

22.1% 1.8% 12.4% 36.3% 38.9% 0.0% 20.4% 59.3% 0.9% 0.9% 2.7% 4.4% 100.0%

修士課程
59 72 29 160 88 5 85 178 2 2 0 4 342 0 342

17.3% 21.1% 8.5% 46.8% 25.7% 1.5% 24.9% 52.0% 0.6% 0.6% 0.0% 1.2% 100.0%

大学（学部）
55 39 12 106 12 1 17 30 0 1 1 2 138 2 140

39.9% 28.3% 8.7% 76.8% 8.6% 0.7% 12.3% 21.7% 0.0% 0.7% 0.7% 1.4% 100.0%

短期大学
24 0 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 24 0 24

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

高等専門学校
0 1 0 1 0 0 2 2 1 0 0 1 4 0 4

0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

専修学校
（専門課程）

100 493 15 608 1 0 34 35 0 0 0 0 643 0 643

15.6% 76.7% 2.3% 94.6% 0.2% 0.0% 5.3% 5.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

計
263 607 70 940 145 6 161 312 4 4 4 12 1,264 3 1267

20.8% 48.0% 5.5% 74.4% 11.5% 0.5% 12.7% 24.7% 0.3% 0.3% 0.3% 0.9% 100.0%

＜日本語教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修了）
留学生総数

学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学
その
他 計

日本語教育
機関

6 171 0 177 0 4 4 8 0 0 0 0 185 0 185
3.2% 92.4% 0.0% 95.7% 0.0% 2.2% 2.2% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

広島県の外国人留学生の就職状況（H29年度）

（出所）日本学生支援機構（JASSO）「H29年度外国人留学生進路状況調査結果」

◆概況と課題
H２９年度の広島県の大学等の高等教育機関の卒業生は１２６４名で、卒業後、

日本国内に就職した者は２６３名で法務省及び当該支援センターの独自調査の
実績と大きな差異はない。

尚、支援センターは設立当初から、就職支援の対象者は大学学部、大学院の主
にN１取得者を支援対象としており、日本語教育機関（含む専門学校）の留学生

は進学支援が中心であった。現状、非漢字圏を中心に大学、日本語教育機関
（含む専門学校）の留学生の拡大が顕著であるため、今後は進学支援のみなら
ず、就職支援の方法等、組織の制度設計を必要としている。（→今後、「特定技

能」の就職者の拡大が予想される。）

＜特記事項＞

●就職者２６９名の内、専修学校（１００名）、日本語教育機
関（６名）の就職者が１０６名を占め、広島県全体の就職者
の約４割を占める。

●企業の定着が課題で入社後３、４年以内に半数が退職
している模様。（退職者の実態調査が必要）

●就職者２６９名の内、県内企業等への就職者は約６割で、
その他は東京、大阪他の大都市圏に就職。その多くは広
島大学、専修学校の卒業者が占めると思われる。
（注） 県外流出４０％は広島県留学生活躍支援センターの

調査結果による。

＜広島県の就職状況＞

◆高等教育機関の就職率＝２０.８％
◆大学（学部、大学院）の就職率

＝２３．７％
全国平均の３５％台と比較して極
めて低調。
就職者（２５＋５９＋５５）/１１３

＋３４２＋１３３＝２３．７％

理由: 県内の留学生の７割弱は広大

生、その多くが国費または政府派遣
の大学院生で修了後、進学または母
国に戻る留学生の割合が多く、就職
希望者が少ない。

◆広島県全体の就職率（JASSO)
就職者：２６９（２６３+６）/１４４９

・・・・１８．７％

◆広島県留学生活躍支援センタ
ーの独自調査（H30.5.1時点）
就職者２６７（含む日本語教育
機関）/１４５５＝ １８．４％

＜＜＜
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（参考）大阪府の留学生の就職状況（H29年度）
＜高等教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修
了）留学
生総数学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計

博士課程
54 7 55 116 23 2 25 50 4 1 8 13 179 13 192

30.2% 3.9% 30.7% 64.8% 12.8% 1.1% 14.0% 27.9% 2.2% 0.6% 4.5% 7.3% 100.0%

修士課程
261 142 73 476 46 2 125 173 6 0 20 26 675 48 723

38.7% 21.0% 10.8% 70.5% 6.8% 0.3% 18.5% 25.6% 0.9% 0.0% 3.0% 3.9% 100.0%

大学（学部）
361 236 71 668 102 4 171 277 4 5 2 11 956 48 1,004

37.8% 24.7% 7.4% 69.9% 10.7% 0.4% 17.9% 29.0% 0.4% 0.5% 0.2% 1.2% 100.0%

短期大学
9 3 1 13 0 0 0 0 0 1 1 2 15 2 17

60.0% 23.1% 12.5% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 166.7%

準備過程
2 133 0 135 1 0 27 28 0 0 1 1 164 0 164

0.0% 75.0% 0.0% 3375.0% 25% 0.0% 675.0% 700.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

専修学校
（専門課程）

568 1,528 189 2,285 86 11 305 402 2 7 9 18 2,705 36 2,741

21.0% 56.5% 7.0% 84.5% 3.2% 0.4% 11.3% 14.9% 0.1% 0.3% 0.3% 0.7% 100.0%

計
1255 2,049 389 3,693 258 19 653 930 16 14 41 71 4,694 147 4,841

26.7% 43.7% 8.3% 78.7% 5.5% 0.4% 13.9% 19.8% 0.3% 0.3% 0.9% 1.5% 100.0%

＜日本語教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修了）
留学生総

数学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計

日本語教育
機関

298 2,672 53 3,023 80 34 571 685 0 1 11 12 3,720 3 3,723
8.0% 71.8% 1.4% 81.3% 2.2% 0.9% 15.3% 18.4% 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 100.0%

◆大阪府の留学生の就職率の特徴と在籍者の特性（広島県との比較）
・大学（学部、大学院）の就職率

就職者６７６（５４+２６１+３６１）/１７９+６７５+９５６＝３７．３％ （広島県は２３．７％）
・高等教育機関全体の就職率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３．７％ （広島県は２０．８％）

大阪府の高等教育機関の就職率は４３．７％で広島県の約２倍
・広島県と比較して、大阪府では母国に帰国する留学生の割合が１９．８％と低く（広島県は２４．７％）、日本国内での進学者、就職者の
割合が高い。

・広島県では大学院の博士課程、修士課程の留学生の多くが母国に帰国（博士課程：５９．３％、修士課程：５２．０％）し、日本国内で就
職する留学生が少ない。広島県の就職率（博士課程：２２．１％、修士課程：１７．３％）大阪府（博士課程：３０．２％、修士課程：３８．７％）
その理由は広島大学大学院の国費留学生、政府派遣留学生の割合が多く、就職を目的とした私費留学生が少ない要因が考えられる。

（出所）日本学生支援機構（JASSO）「H29年度外国人留学生進路状況調査結果」
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（参考）岡山県の留学生の就職状況（H29年度）
＜高等教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修
了）留学
生総数学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計

博士課程
5 1 3 9 34 1 3 38 0 0 0 0 47 3 50

10.6% 0.9% 2.7% 8.0% 30.1% 0.9% 2.7% 33.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 41.6%

修士課程
21 19 5 45 20 2 17 39 0 0 3 3 87 0 87

6.1% 5.6% 1.5% 13.2% 5.8% 0.6% 5.0% 11.4% 0.0% 0.0% 0.9% 0.9% 25.4%

大学（学部）
78 75 15 168 31 0 89 120 0 0 1 1 289 0 289

27.0% 26.0% 5.2% 58.1% 10.7% 0.0% 30.8% 41.5% 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 100.0%

短期大学
9 3 0 12 0 0 5 5 0 0 0 0 17 0 17

52.9% 17.6% 0.0% 70.6% 0.0% 0.0% 29.4% 29.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

高等専門学校
1 7 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8

12.5% 87.5% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

専修学校
（専門課程）

48 157 14 219 0 0 19 19 0 0 0 0 238 0 238

7.5% 24.4% 2.2% 34.1% 0.0% 0.0% 3.0% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

計
162 262 37 461 85 3 133 221 0 0 4 4 686 3 689

23.6% 38.2% 5.4% 67.2% 12.4% 0.4% 19.4% 32.2% 0.0% 0.0% 0.6% 0.6% 100.0%

＜日本語教育機関＞

日本国内 出身国（地域） 日本･出身国（地域）以外
小計 不明

卒業（修了）
留学生総

数学種 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計 就職 進学 その他 計

日本語教育
機関

19 254 4 277 5 2 35 42 0 0 0 0 319 0 319
6.0% 79.6% 1.3% 86.8% 1.6% 0.6% 11.0% 13.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

◆岡山県の留学生の就職率と特徴と広島県との比較
・大学の就職率
就職者１０４（５+２１+７８）/４７+８７+２８９＝２４．５％（広島県：２３．７％）

・高等教育機関の就職率・・・・・・・・・・・・・・・・２３．６％（広島県：２０．８％）
・広島県と比べて、大学学部卒の就職者が７８名と多く、高等教育機関の就職率向上に寄与している。
・主な要因は私立大学の吉備国際大学、環太平洋大学（ベトナム出身者）等の卒業生の就職者が多い。

（出所）日本学生支援機構（JASSO）「H２９年度外国人留学生進路状況調査結果」
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4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

　　■就職活動入門ｾﾐﾅｰ（6月） ■実用日本語研修（８月）

■地域の交流事業（６～８月） ■H26年～ビジネス日本語研修（広島県で実施）

・留学生会交流

■１日インターンシップ（8～9月、2月） ■インターンシップ（８～9月、2月）

■就職活動実践ｾﾐﾅｰ（1０～１２月）

■就職活動個別ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（伴走型） ■就職活動個別ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（伴走型）

（12～3月） （4月～12月）

■合同企業説明会（1～２月） ■合同企業説明会（6～７月） 　■合同企業説明会（1～２月）

■企業と留学生の交流サロン（3回/年） ■企業と留学生交流サロン（通年）（3回/年） 　■企業と留学生の交流サロン（3回/年）

学部１・２年生 学部３年生・修士１年生 学部４年生・修士２年生

・日本における就職活動

・県内企業情報

・留学生OB･OGによる体験談

・履歴書、ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ作成

・礼状、ビジネスメール作成

・面接練習、新聞読解 等
・1週間コース ・プレゼン等

・ホームステイ（1泊）

● 主として学部3年生に1週間程度実施（就業体験型、 題解決型等）

● 1日インターンシップは主として低学年向け（会社訪問、工場見学コース）
● 事前講習及び体験報告会の実施

・自己分析 ・業界研究・・企業選び
・SPI対策、筆記試験・面接対策 等
・３日コースを広島、東広島、福山で実施
・外部講師の起用

・面談（月1回）

・メール相談（月1回）
・面談（月1回）

・メール相談（月1回）

・県内企業30～40社程 ・県内企業30～40社程

キャリアガイダンス＆
就活入門セミナー

インターンシップ事業

●BJT受験対策として実施（e-ラーニング＋座学）

●座学はH27年度で終了
●定員100名（ほぼ定員充足）、BJT受験は約８０％が受験

結果： J1 以上（８％）、J2（７２％）、J3（２０％）

・県内企業30～40社

マッチング

機能

マッチング
機能

伴走型個別コンサルタント事業

合同企業説明会開催事業

企業と留学生の交流サロン
開催事業

ビジネス日本語研修

日本ビジネス文化＆ビジネス日本語

ビジネス日本語研修の制度化
とビジネス日本語教師の養成

が課題

「キャリアガイダンス＆就活入門セミナー」、「日本ビジネス文化＆ビジネス日本語」、「ビジネス日本語研修」は当該組織の事業見直しの結果、 H26年度より各大学、広島県国際
課で実施することとし、現状では広島県留学生活躍支援センターの主催事業としては実施していない。う



◆インターンシップ事業
（１）１⽇インターンシップコース（企業⾒学・⼯場⾒学）

⽬的：１⽇に２，３社の企業、⼯場をバスで訪問し、企業や⼯場の概要と
職場環境を学ぶ。主に学部１，２年⽣の留学⽣を対象とする。
定員：３０⼈程度 各地区：広島、東広島、福⼭で２〜３回開催。
⽇本語教育機関（含む専⾨学校）の留学⽣の参加も可能

（２）就業体験型インターンシップ
⽬的：⽇本企業の仕組みや商習慣を理解し、実践的なビジネス⽇本語や

⽇本⽂化、マナーを⾝に着ける。⽇本語能⼒Ｎ２以上の⼤学⽣を
対象とする。

内容：県内企業の１週間程度
期間：夏休み、春休み等の⻑期休暇を中⼼に通年で実施
実績：参加企業２０社、２０〜３０⼈が参加
特記事項：近年、学部３年⽣を対象に、企業独⾃が就職を意識したイ
ンターンシップを独⾃に企画する企業が多い。
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（１）目的： 日本の就職活動の方法，試験対策、在留資格等、就職活動に必要な知識やスキルの習得

を図る。

（２）参加者：就活の対象留学生 （学部３年生・修士1年生等、日本語教育機関の留学生は原則としては除く）

（３）会場： ３地域（定員９０名） 内容：自己分析、企業分析、応募書類の書き方、面接対策などを全４回

（４）特徴： セミナー参加者はセミナー修了後、キャリアカウンセラー２名による伴走型コンサルを内定、

卒業までの期間、継続して支援する。（カウンセラー希望者は毎年４０名程度）

＜就活プログラムの内容＞

◆就職活動実践セミナーと
伴走型キャリアコンサルタントの就職支援事業

＜伴走型キャリアコンサルの起業家支援＞

近年、留学生の在籍中や退職後の起業家志向が強まって
いる。主な起業家プランは越境ビジネスに係る販社やネット
販売に関するもの（中国人留学生）、母国で日本語学校の
経営、人材ビジネスに係る起業志向が強い。（インド人留学
生、カンボジア元留学生、ウズベキスタン元留学生他）。そ
の背景には起業により母国と日本の関係強化を願う留学生
のライフキャリアの考え方の違いによるものと考えられる。
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＜目的＞留学生対象の企業説明会を毎年２回（参加留学生：約１２０人/回、 参加企業３０～５

０社）実施。平成２７年度からは「ジョブフェアー・オン・キャンパス」として、文科省の「住環境・就

職促進事業」の予算を活用して大学施設内でも実施。併せて、留学生のOB・OGが参加する交流

サロンを開催し、留学生ネットワークの構築を目標としている。

昨年度から地域の雇用対策協議会が主催する日本人学生向けの合同企業説明会にブース参

加して、留学生採用企業の掘り起こし、参加企業と当日参加の留学生向けのコンサルを実施。

今年度は労働局主催の留学生合同就職面接会（2019.9.27）に協賛し、留学生と企業のマッチン

グを促進（参加企業：３３社 参加留学生：９９人）

参考⇒当支援センター主催の合説ガイドブックの採用情報は留学生の評価が高い。
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（参考）外国人留学生合同企業説明会の企業ガイドブックの掲載内容

＜開催概要（H30.3.20）とガイドブックの特徴＞

◆ 参加企業（３０社） ・参加留学生（１０４名）
◆ 企業ガイドブックの特徴

・参加早見表では採用対象の所属機関別の理系文系の区分と
企業の必要とする言語、採用職種、勤務地の明細早見表を作成。

・企業掲載ページでは「留学生採用方針」、「過去５年間採用実績」
を記載
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事業実
施主体

（県内企業，広島大学，広島県で構成）

受入対
象

アジア各国の理工系大学院生

受入大
学

広島大学大学院工学研究科

受入数
各年度６名をインド、タイ、インドネシア他
直接、特定校からリクルート

事業内
容

○ 各国大学における優秀な留学生の掘り起こし
（実施：広島大学，負担：県１０／１０）

○ 受入留学生への１０万円/月 奨学金支給
（負担：企業１/２・県１/２）

○ 日本型ものづくり及び日本型企業経営を理解
するための教育プログラム

○ 上記教育プログラムへの産業界の協力
（インターンシップ受入，講師派遣等）

〇協議会会員（20社）の負担金：３０万円／社
〇受入留学生採用の場合、特別負担金５０万円

◆広島県ものづくりグローバル人材育成事業

H２３年より経済産業省の主催事業「アジア人財高度専門留学生育成事業」を広島県産業

人材政策課が事業継承し、県内企業、広島大学、広島県が事業主体となり、協議会を設立。
産学官連携による運営を広島大学大学院工学研究科で実施。
企業と理工系留学生のニーズをマッチングさせる産業人材を育成している。
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広島大学

対象留学生
（アジア各国の理工系大学院生）

教育
プログラム
の実施
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金
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広島大学

対象留学生
（アジア各国の理工系大学院生）
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の実施
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② 事業の仕組み① 概要



新たな在留資格者の創設（2019〜

「専門的・技術的分野」

定住者（日系南米人他）

外国人技能実習生

高

低

・外国人留学生が卒業後、「技術・人文知
識・国際業務」、「経営・管理」、「研究」、
「教育」等の就労資格を取得し、専門的・
技術分野の高度外国人材として活躍
（含む日本国内在住の転職者）

高度外国人材

外国人留学生
(含む専門学校、日本
語教育機関の留学生）

（参考）本稿の外国人就労者と技能レベルのイメージ

直接⼊国するエンジニア等

「高度専門職」へ
（７０ポイント制）

高度人材と技能実習生
の中間的な技能

（特定技能の創設）

卒業後、高度外国人
材、特定技能の分野で
活躍が期待される。

技
能
・知

識
レ
ベ
ル

就労資格なし（アルバイト）

＊永住者、特別永住者等を除く

ベトナム、インド等の海外の理工系
大学を卒業後、人材会社等の紹介
等を通して、IT,エンジニアの技術
者として「技術・人文知識・国際業
務」の在留資格を新たに取得して
直接入国する事例が増えている。
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理工系の人材不足に対応
するため、ベトナム等の理
工系大学の卒業生を対象
に日本での就労を支援



H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
新規入国 263 107 98 83 108 144 243 334 340 341

新卒受入れ 147 110 65 77 95 118 149 199 209 241
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＜広島県の高度外国人材受入れの推移＞

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
新規入国 1,193 544 505 660 752 805 1,0551,1111,6002,134

新卒受入れ 1,003 855 694 832 970 1,0841,3541,6141,9892,228

0
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＜大阪府の高度外国人材受入れの推移＞

高度外国人材（新卒外国人留学生
の受入れと新規入国者）の比較

（広島県VS大阪府）
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＜新卒留学生の就労資格取得の動向

（「技・人・国」を除く＞

経営・管

理

教授

医療

研究

教育

高度専門

職

「技術・人文知識・国際業務」を除く
国内の新卒留学生の就労資格の動向

（参考）

概況： 広島県では過去１０年間、直接入国者が留学生の新卒を上回る状況

概況：大都市圏である大阪府では過去９年間、直接入国者が留学生の新卒を上回る状況

（単位:人）

概況：過去3年間、留学生の起業家意識を反映し、「経営・管理」の就労資格を取得する留
学生が増加している。

（単位:人）

出所） 法務省入国管理局 「留学生の日本企業等への就職状況について（各年）」及び「日
本企業等への就職を目的とした「技術・人文知識・国際業務」に係る在留資格認定証明書交
付状について（各年）」により作成 23



◆中国地域の高度外国人材の取組み状況

・岡山県の高度外国人材の取組み（留学生）

・島根県の高度外国人材の取組み（留学生、新規入国者）

・山口県の高度外国人材の取組み（留学生）

・鳥取県の高度外国人材の取組み（留学生、新規入国者）

◆地域における高度外国人材の育成とまとめ

24



岡山県の高度外国人材の取組み
◇（公財）岡山県産業振興財団が中心となって、県内４大学（岡山大学、岡山理科

大学、岡山商科大学、吉備国際大学）と岡山経済同友会が連携し、アジア留学

生と県内企業の交流を産学官が連携して支援している。

＜支援内容＞

・「アジア留学生ビジネスネットワーク構築支援事業」の実施

・「アジア留学生インターシップ事業」８～９月の１０日間程度

インターンシップ前にビジネスマナー講習会、両者の面接会を実施

H29年度からインターンシップと企業説明会に岡山県立大学、環太平洋大学が参加

・奨学金「晴れの国スカラシップ」の給付

年間３６万円の奨学金を給付、企業は支援する留学生の選考が可能

・岡山県主催の留学生合同企業説明会を運営、実施

◇（一社）岡山県国際経済交流協会

・外国人材のグローバルセミナーを実施

外国人材活用セミナー（高度外国人材、特定技能）の開催

25

（参考）：岡山県の採用実績 （単位：人）

（出所）：法務省出入国管理庁

岡⼭県
新卒留学⽣

（技・⼈・国他）
直接⼊国

(技・⼈・国）

H28 133 178
H29 157 136
H30 167 394



島根県の高度外国人材の取組み
◇島根県中小企業団体中央会

ベトナム人の高度外国人材を島根県内の企業に繋ぐ取組みを島根県内のみならず東

京都内でも実施。（島根県中小企業団体中央会、島根県鉄工会及び人材会社が連携し

て、ベトナムのエンジニア人材の紹介を会員企業以外にも拡大し、企業説明会等を開催。

受入れ対象はベトナムの大学を卒業し、日本の専門学校などに留学している人材を高

度外国人材として紹介。東京都内のマッチングの機会のみならず、ベトナム・ハノイで

マッチング会の開催を計画。

⇒「地域中小企業の人材確保支援事業」（中国経済産業局）の再委託先として実施（２０１９）

◇「外国人材雇用情報提供窓口」の設置（島根県雇用対策課）
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（参考）島根県の採用実績（単位：人）

（出所）：法務省出入国管理庁

島根県
新卒留学⽣

（技・⼈・国他）
直接⼊国

(技・⼈・国）

H28 5 18
H29 8 18
H30 16 29



山口県の高度外国人材の取組み

◇山口しごとセンター
外国人材ｺｰﾃﾞｨネーターを1名、山口大学内の学生支援室に配置し、留学生の就職支

援のために企業開拓、留学生の就職活動のコンサル等の支援を実施。（年間30名程度）

主な支援事業としてインターンシップの受入れ支援、留学生と企業の交流会等を実施して
いるが、留学生に限らず国内学生のUIターンの就職も支援している。

・山口県労働政策課が「山口しごとセンター」をベースに留学生及び

高度外国人材の支援事業を実施

・交流会は山口大学、西京銀行、山口大学と共催企画

（H30年度は2回/年実施）
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⼭⼝県
新卒留学⽣

（技・⼈・国他）
直接⼊国

(技・⼈・国）

H28 42 92
H29 36 66
H30 45 93

（参考）山口県の採用実績(単位：人）

（出所）：法務省出入国管理庁



鳥取県の高度外国人の取組み

◇鳥取県外国人留学生合同企業説明会の開催

鳥取県、鳥取大学、ジェトロ鳥取などの団体が合同で、外国人留学生向けの

合同企業説明会を開催。

・外国人雇用に関するセミナー（技能実習生、特定技能）の実施

・鳥取市と米子市で高度外国人材の雇用をテーマにセミナーを実施（2018.8）
・外国人雇用サポートデスクの開設（2018.1）
・関西経済連合会の合同企業説明会に参加

・鳥取市と日本語学校が連携して、ベトナムの大学卒業者事業を受入れ、日本語、

ビジネスマナーを習得後、地元企業に「技・人・国」の在留資格で就職支援

（今春開校し、「鳥取県地域未来投資促進計画」に選択。「地方創生交付金」による事業実施

計画を予定。学費の半額は企業負担）
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（参考）：鳥取県の採用実績（単位：人）

⿃取県
新卒留学⽣

（技・⼈・国他）
直接⼊国

(技・⼈・国）

H28 12 12
H29 10 14
H30 8 21

（出所）：法務省出入国管理庁



◆地域における高度外国人材の育成と本稿の課題
〇 留学生の就業力（就職率）＝

留学生の就業能力×地域企業の採用力（採用、定着）

・地域留学生の就業能力＝

日本語コミュニケーション力×専門性（力）＋地域力（グローカルパワー）
文系留学生の就業能力=日本語力＞専門力＋地域力

理系留学生の就業能力＝専門力＞日本語力＋地域力

・地域企業の採用力＝産官学連携＋個別企業のグローカル力
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◆ 本稿の要点と今後の課題
・地域の支援＝大学のキャリア教育＋地域の産学官連携による留学生（含む直接入国
者）の採用、定着、退職後の活躍を視野に入れた人材育成の支援

・理工系人材の育成と採用の多角化（ベトナムのエンジニアの事例）
・文系人材の日本語コミュニケーション力のアップが課題（「ビジネス日本語力の強化」）
・全国ベースによる高度外国人材、外国人留学生(含む日本語教育機関）、その他在留
資格者の統計データの活用による高度外国人材の量的研究(フローとストック）と事例
研究（実態把握）による質的研究から高度外国人材の社会構造的な分析と更なる人
材育成の方法を再検討する。



タイプＢ

日本語力は高
いが専門性は

低い。

（文系留学生）

タイプＡ

日本語力も専
門性も高い。

（高度専門職）

タイプＣ

日本語力も専
門性も低い。

タイプＤ

日本語力は低
いが専門性は

高い。

（理系留学生）

専門性＝高専門性＝低

日本語力＝高

日本語力＝低
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タイプＡ： 「高度専門職」
タイプＢ： 「人文知識・国際業務」

文系留学生

タイプD ：「技術」
理工系留学生

（参考）高度外国人材の日本語力と専門性の関係



住民の多様性を重
視する社会。

＜産学連携＞ ＜産学官民連＞ ＜産官連携＞

大学のキャリア教育
（事例）「留学生就職促進プログラム」

大学が主体

地域の３社協働でキャリア支援 就職支援セミナー事業
（事例）地域の国際交流団体主催による

企業向け高度人材セミナ―の開催
(高度外国人材、特定技能）

大学
（留学生の

キャリア教育）

企業
（教育プログラ
ムの開発・講師
派遣・インター

ンシップ）

大学（キャリ

ア教育）

行政
（就職支援事業
の地域支援）

企業
（採用・インター

ンシップ）

行政（地

域団体）

企業
高度外j国人材

採用

（参考）留学生の就職支援と産学官連携

（事例）
広島県留学生活躍支援センター
広島県グローバル人材育成協議会他

住
民

産学官住連携

（了）

多様性を配慮し
た産学官住連携

の重要性
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